医療工学専攻生のための海外研修‐プログラム概観‐ by 秋山 敏晴
北海道科学大学研究紀要                                    Bulletin of Hokkaido University 
第43号（平成29年）                                         of Science, No.43(2017) 
教育実践報告                                         Educational Practice Reports 
 
✳北海道科学大学高等教育支援センター 





An Overseas Program for Medical Engineering Students: Giving an Overview 

















































































表 1 医療系の研修施設 
 施 設 名 地 域 
1 
PeaceHealth Sacred Heart 













Shriners Hospital for 
Children (Portland) 
  (以下，SHC) 
Portland 
5 
Barnhart Prosthetics & 































 CE を志望する研修生は，SHMC，GSRMC，SHC でのツ










 PO を志望する研修生は，SHC，BPOS，HCPO でのツ

























- 3 - 
の至る所にヒーリング・アートが展示されている． 








表 2 福祉系の研修施設 
 施 設 名 地 域 
1 
Old Mill Center for Children 
and Families    (以下，OMC) 
Corvallis 
2 












































同施設は，患者の自宅が GSRMC から 25 マイル以
上離れていると，家族はここを利用することができ
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る．学術，文化系のツアーとして訪れる施設は，次
の 2つである． 
表 3 学術，文化系の研修施設 
 施 設 名 地 域 
1 



















































 本研修は，2004(平成 16)年から 13 年間に渡って
実施され，参加学生数は福祉生体工学科，医療福祉
工学科，義肢装具学科から延べ 148 名となった． 
 研修終了後の研修に関するアンケート調査から，
研修生が挙げる研修の成果をまとめておきたい． 
・ 日本で臨床実習を経験した後，アメリカの CE，
PO と直接交流することができ，職業的な視野が
大きく広がった． 
・ 研修期間中，大学寮に滞在して日常生活を体験
するため，「現地の人を知り，言葉(英語)に親し
み，文化を理解する」ということがバランスよ
く行うことができた． 
・ 海外での医療系のツアー，現地生活を通して，
日本の医療文化を客観的に見る目が養われ，そ
の意識も高まった． 
・ 海外渡航を経験し，今後，自ら海外へでること
についてハードルが低くなったと感ずる．自ら
の手で海外旅行を実行してみたい． 
・ 英語によるコミュニケーションが十分満足と言
えるほど行えなかったため，帰国後に英語を再
び勉強しようとするモチベーションが高まった． 
 上述のような成果を得るためには，いくつか留意
すべきことがある．まず，事前の研修として「医療
文化とは何か」について理解を深めさせることが肝
要である．もちろん，見学先に関する事前の学習も
必要である．合わせて海外旅行を安全に行うための
ノウハウの指導も欠かせない．そして，何より英語
で意思疎通が図れるようになる訓練も大切であろう．
こうした事前指導の積み上げが海外研修の成功につ
ながると考える． 
 
5. まとめに代えて 
本稿では，「比較医療文化論演習（海外研修）」
の内容を概観する形で述べてきた．事前の指導で，
また，現地で具体的にどのように研修生を指導し，
評価したか，これら点については次号で報告する予
定である． 
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